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天
保
改
革
期
、
幕
府
は
、
風
俗
取
締
政
策
の
一
環
と
し
て
芝
居
を
弾
圧
す
る
政
策
を
と
っ
た
。
そ
の
芝
居
弾
圧
の
象
徴
的
な
事
例
と
し
て
、
江
戸
歌
舞
伎
役
者
五
代
目
市
川
海
老
蔵
の
処
断
が
あ
っ
た
。
天
保一一一一年（一八四一一）六月一三日、海老蔵（五一一歳）は、
南
町
奉
行
鳥
居
耀
蔵
か
ら
著
侈
の
罪
に
よ
り
江
戸
十
里
四
方
追
放
を
申
し
渡
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
天
保
改
革
期
、
処
罰
を
受
け
た
役
者
は
海
老
蔵
の
他
に
も
い
る
が
、
そ
の
罰
は
手
鎖
や
科
料
を
科
せ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
江
戸
十
里
四
方
追
放
と
い
う
重
罰
を
科
せ
ら
れ
た
の
は
、
江
戸
歌
舞
伎
界
に
お
い
て
海
老
蔵
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
代
目
市
川
海
老
蔵
の
研
究
は
、
中
山
幹
雄
氏
が
、
ほ
と
ん
（１）
ど
手
つ
か
ず
の
状
態
で
き
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
海
老
市
川
海
老
蔵
と
風
俗
取
締
政
策
（
木
村
）
市
川
海
老
蔵
と
風
俗
取
締
政
策
は
じ
め
に
ｌ
天
保
改
革
期
を
中
心
と
し
て
Ｉ
蔵
中
心
の
視
点
か
ら
天
保
改
革
期
の
風
俗
取
締
政
策
を
取
り
あ
げ
た
研
究
は
無
い
に
等
し
い
。
本
稿
で
は
、
海
老
蔵
の
視
点
に
立
っ
て
、
海
老
蔵
が
江
戸
十
里
四
方
追
放
に
至
っ
た
過
程
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
第
一
節
で
は
、
海
老
蔵
の
江
戸
歌
舞
伎
界
に
お
け
る
位
置
を
確
認
し
て
い
く
。
第
二
節
で
は
、
海
老
蔵
の
検
挙
は
、
海
老
蔵
が
出
演
し
た
演
Ⅱ
．
役
柄
と
囚
果
関
係
が
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。
さ
ら
に
天
保
改
革
に
対
し
、
江
戸
歌
舞
伎
界
が
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
第
三
節
で
は
、
海
老
蔵
の
著
侈
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
江
戸
十
里
四
方
追
放
の
要
因
を
箸
侈
禁
止
令
と
照
合
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。
木
村
一脈
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ｌ
海
老
蔵
の
事
績
本
節
で
は
、
海
老
蔵
の
江
戸
歌
舞
伎
界
に
お
け
る
位
置
を
確
認
し
ていく。天保三年（一八一一三）一一一月、七代目団十郎は、五
代
目
海
老
蔵
と
改
名
す
る
と
と
も
に
自
分
の
息
子
に
八
代
目
団
十
郎
を
襲
名
さ
せ
た
。
海
老
蔵
改
名
時
か
ら
天
保
一
三
年
六
月
、
追
放
さ
れ
る
ま
で
の
海
老
蔵
の
給
金
や
役
柄
な
ど
を
分
析
し
て
、
役
者
と
し
て
の
位
置
を
確
認
し
て
い
く
。
ま
た
、
海
老
蔵
を
歌
舞
伎
界
や
観
客
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
を
役
者
評
判
記
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
五
代
目
海
老
蔵
の
略
歴
を
簡
単
に
述
べ
て
い
き
た
い
。
五
代
目
海
老
蔵
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
四
月
、
五
代
目
市
川
団
十
郎
の
孫
（
六
代
目
団
十
郎
の
甥
）
と
し
て
誕
生
し
た
。
寛
政
六
年
二
七
九
四
）
八
月
、
市
村
座
に
お
い
て
初
舞
台
、
「
神
霊
矢
口
渡
」
で
新
田
徳
寿
丸
を
演
じ
、
市
川
新
之
助
と
名
乗
っ
た
。
寛
政
一
お
ひ
し
げ
る
な
み
の
う
ね
く
一
一
年
（
一
八
○
○
）
一
一
月
、
市
村
座
「
生
茂
浪
溶
渦
」
の
般
若
五
郎
役
で
、
七
代
目
市
川
団
十
郎
を
一
○
歳
で
襲
名
し
た
。
天
保
三
年（一八一一三）一一一月、四一一歳で長男に八代目団十郎を譲り
五
代
目
市
川
海
老
蔵
と
改
名
し
た
。
こ
の
時
、
海
老
蔵
は
「
勧
進
帳
」
を
創
案
す
る
と
と
も
に
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
を
制
定
し
、
市
川
法
政
史
学
第
六
十
三
号
海
老
蔵
と
江
戸
歌
舞
伎
界
２
給
金
と
役
柄
は
じ
め
に
、
海
老
蔵
の
江
戸
歌
舞
伎
界
に
お
け
る
位
置
を
給
金
の
面
か
ら
検
討
し
て
い
く
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
一
○
月
、
三
座
座元・役者・’一一座掛り名主の合議により「狂言座取締方議
定
証
文
之
事
」
が
作
成
さ
れ
、
役
者
の
一
年
分
の
給
金
の
最
高
額
を
（３）
五
百
両
と
制
限
し
た
。
し
か
し
、
役
者
の
給
金
は
高
騰
箸
し
く
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
に
は
、
五
代
目
海
老
蔵
（
当
時
七
代
目
団
十
郎
）
の
給
金
は
千
両
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。
他
に
も
千
両
を
得
て
い
た
役
者
と
し
て
、
一一一代目中村歌右衛門、五代目松本幸四郎、一一一代目坂東三津
五
郎
、
五
代
目
岩
井
半
四
郎
、
二
代
目
助
高
屋
高
助
、
二
代
目
嵐
吉
三
郎
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
寛
政
六
年
一
○
月
の
規
定
は
有
名
無
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そこで文政一一年（一八二八）一○月、再び一一一座座元・
役者・三座掛り名主が合議をし、「一一一座申合規定証文之事」
の
家
芸
の
伝
承
に
力
を
尽
く
し
た
。
海
老
蔵
は
、
文
化
・
文
政
・
天
保
と
四
○
余
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
、
江
戸
歌
舞
伎
を
代
表
す
る
役
（２）
者であった。
こ
の
五
代
目
海
老
蔵
の
江
戸
歌
舞
伎
界
に
お
い
て
の
位
置
や
評
判
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
一一
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か
ん
じ
ん
ち
よ
；
な
る
か
み
す
け
ろ
く
や
「歌舞伎十八番」とは、「勧進帳」「鳴神」「助六」「矢の
ね
け
ぬ
き
し
ば
ら
く
う
わ
な
り
か
げ
き
よ
か
ん
、
う
う
い
ろ
う
う
り
ふ
ど
』
７
根」「毛抜」「暫」「蝋」「景清」「関羽」「外郎一元」「不動」
か
ま
ひ
げ
ぞ
う
ひ
き
な
な
め
ん
げ
だ
つ
じ
ゃ
や
な
ぎ
お
し
も
ど
し
「鎌髭」「象引」「七つ面」「解脱」「蛇柳」「押一民」
ふ
わ
「
不
破
」
の
十
八
の
演
目
を
い
う
。
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
は
み
な
、
制定している。
（４）
を
作
成
し
、
役
者
の
給
金
の
上
限
を
再
度
五
百
両
と
し
た
。
１
し
か
し
、
五
代
目
海
老
蔵
（
当
時
七
代
目
団
十
郎
）
は
給
金
と
し
て
五
百
両
、
他
に
外
余
（
衣
装
代
等
の
名
目
）
と
し
て
二
百
両
、
あ
わ
せ
て
七
百
両
を
得
て
い
た
。
給
金
の
上
限
が
五
百
両
と
い
う
の
は
、
名
目
上の制限であり、他にも、中村芝翫、岩井紫若、一一一代目坂
東
三
津
五
郎
が
実
質
七
百
両
の
給
金
で
あ
っ
た
。
雇
っ
て
い
る
座
元
の
逼
迫
状
態
は
天
保
改
革
ま
で
持
続
し
た
。
海
老
蔵
は
、
給
金
の
他
、
晶
眉
の
祝
儀
・
贈
答
品
等
を
加
え
る
と
（５）
実質は千両以上の収入を得ておｍリ、江戸歌舞伎界において
最
高
給
金
を
得
て
い
る
歌
舞
伎
役
者
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
できた。
次
に
、
最
高
給
金
を
得
て
い
た
海
老
蔵
が
、
改
名
以
後
、
出
演
演
目
に
お
い
て
担
っ
た
役
柄
に
つ
い
て
次
頁
の
「
市
川
海
老
蔵
の
演
劇
活
動
略
年
表
」
か
ら
み
て
い
く
。
これによれば、海老蔵は、天保一一一年（一八一一一一一）三月、
四
二
歳
で
海
老
蔵
改
名
を
す
る
と
同
時
に
、
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
を
市
川
海
老
蔵
と
風
俗
取
締
政
策
（
木
村
）
３
役
者
評
判
記
に
み
る
海
老
蔵
役
者
評
判
記
と
は
、
立
役
・
敵
役
・
女
形
を
中
心
に
、
歌
舞
伎
役
者
の
芸
評
を
記
し
た
書
で
あ
る
。
同
書
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
正
月
刊
の
「
野
良
立
役
舞
台
大
鏡
』
に
始
ま
り
、
元
禄
一
二
年
荒
事
の
芸
、
祝
祭
の
芸
、
悪
霊
鎮
め
の
芸
で
あ
り
、
神
霊
事
が
中
心
の芸であった。天保一一一一年（一八四一一）六月一三日に五一一
歳
で
江
戸
追
放
さ
れ
る
ま
で
、
海
老
蔵
は
歌
舞
伎
十
八
番
の
内
、
「暫」以外の「助六」「矢の根」「鳴神」「勧進帳」「景清」
で
は
主
役
を
勤
め
て
い
る
。
海
老
蔵
の
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
の
上
演
は
、
観
客
に
荒
事
の
芸
を
は
じ
め
、
市
川
家
の
芸
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
海
老
蔵
は
、
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
以
外
の
演
目
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
主
役
を
演
じ
て
お
り
、
歌
舞
伎
界
・
民
衆
双
方
か
ら
主
役
を
任
せ
ら
れ
る
実
力
と
人
気
を
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
天
保
一
二
年
（
一
八
四
二
五
月
に
天
保
改
革
が
始
ま
っ
た
と
き
、
海
老
蔵
は
五
一
歳
で
人
気
・
実
力
を
兼
ね
備
え
た
円
熟
期
に
あ
り
、
江
戸
の
歌
舞
伎
界
に
お
い
て
は
、
給
金
・
役
柄
か
ら
み
て
も
役
者
と
し
て
の
位
置
は
最
高
峰
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
海
老
蔵
を
、
当
時
の
江
戸
歌
舞
伎
界
や
民
衆
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
、
役
者
評
判
記
か
ら
検
討
し
て
い
く
。
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市川海老蔵の演劇活動略年表 法
政
史
学
第
六
十
三
号
四
切園掴Ａ印／凸。『
肋
Ⅲ
『
易
墜
因
ｒ
』
登
関
門
今
呼
ば
‐
四
目
叩
附
何
冒
且
当
［
天保７（1836)２月 森田座、「菅原流国字曽我｣源蔵是を由良之助、鬼王新左衛門、下男三助、狸
角兵衛、船頭伊豆の次郎実ハ久上ぜんじ、松王丸、力[1古)||本蔵、近江藤太、
覚寿、おいし、曽我満江、判官代、石堂、秩父重忠、天拝山丞相、大鷲文吾、
悪七兵衛景清、丞相木像、桃井若狭之助、不動の霊像、「兜軍記｣岩永左衛門
天保３（1832)３月
４月
11月
七代目市)||団十郎、五代目市)||海老蔵と改名。市)||海老蔵、八代目市川団十
郎を10歳で襲名。市)||海老蔵、歌舞伎十八番を制定
市村座、「隅田)||花御所染｣猿鴫惣太、岩藤、松若
市jll流寿十八番の内｢助六由縁江戸桜｣花川戸助六
市村座、「ひらかな盛衰記｣平次、松右衛門
寿狂百十八番の内｢矢の根五郎｣曽我五郎
｢矢口渡｣由良兵庫、頓兵衛、「鎌倉三代記｣藤三郎
河原崎座、「頼有御攝網｣大葦原親王、写平公、蝦さこの十実ハ渡辺網、足柄
山の山姥、回国修行者幡龍実ハ将軍太郎、成田山講頭本町丸綱五郎、丹波国
真壁太郎
大切、浄瑠璃｢色升哉時雨大和｣山姥今年顔見世、三座一の大出来大当たり
天保４（1833)正月
３月
５月
７月
８月
９月
11月
河原崎座、「富士扇三升曽我｣蒲冠者、八幡三郎実ハ赤澤十内、悪七兵衛景清
｢其往呰恋江戸染｣士左衛門伝吉
大切、浄瑠璃｢新媛雛の世話事｣士左衛門伝吉
河原崎座、「仮名手本忠臣蔵｣桃井若狭之助、中間直助、権兵衛、植木屋杢右
衛門実ハ竹森喜太八、寺岡平右衛門、天)||屋利兵衛、早野勘平、大星由良之
助、四段目の裏、浄瑠璃｢旅路の花聟｣早野勘平
河原崎座、「玉藻前御園公服｣木幡左衛門、田熊左衛門、沙門達花坊実ハ鳥羽
帝、「新兵衛菖蒲帷子｣出村新兵衛幼名鵜飼九十郎
１５日より、市村座、「夏祭｣団七九郎兵衛
１６日より、河原崎座、「妹背山婦女庭訓｣鷲尾三郎
27日より、中村座、「一ノ谷徽軍記｣、「布引瀧｣中村芝翫と１日替わりで、
七兵衛景清、源義経、斉藤実盛、百姓九郎助、冠十郎
市村座、「仮名手本忠臣蔵｣天)'１屋利兵衛
河原崎座、「竹春吉原雀｣仁木弾正、足利頼兼、土手の道哲、絹)||谷蔵、百姓
与右衛門、弾正妹八汐、細)'1勝元
市村座、「恋入封弓取｣悪源太、遠藤武者、瀬尾十郎
天保５（1834)正月
３月
５月
市村座、「三幅対書始曽我｣曽我箱王丸、箱根の閉坊、出村町の出村新兵衛、
京の次郎景清、浄瑠璃、清元延寿太夫連中｢初霞浅間嶽｣京次郎
大切｢姫小松子日遊｣岩実有王丸
151］ 、 大坂、中村鶴之助座(角座)、「五山桐｣久吉、高景
｢二代鑑｣秋津鴫、「追善浅澤紫｣小寺十内
１７日 、 大坂、角座、中村鶴之助座、「鳴神桜｣鳴神上人
｢鎌倉三代記｣三浦義村、「夏祭浪花鑑｣一寸徳兵衛
海老蔵、これより下関に下る。１２月は長崎興行
天保６（1835)８月
11月
市村座、「仮名手本忠臣蔵｣桃井若狭之助、勝間宅兵衛実ハ寺岡平右衛門、天
)||屋義平、加古)||本蔵、木場受負人材木屋七兵衛、斧定九郎、早野勘平、大
星由良之助
１３日より、中村座、「菅原伝授手習鑑｣梅王ﾒL、覚寿、武部源蔵
｢積恋雪関扉｣関守閲兵衛
23日より、市村座、「雪桜詠千本｣吉野の強力横)||覚範実ハ教経、野ふせり椎
の木善太、弁慶実ハ不動の化身回国修行巍山実ハ悪七兵衛景清、隈取安宅松、
常磐津小文字太夫等｢磯衛浪渦巻｣野ふせり善太、安宅の弁慶
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１J灘i溌陥姫Ⅲ市川海老蔵と風俗取締政
策
（
木
村
天保８（1837)正月 市村座、「劇場花根元曽我｣非人地獄情右衛門実ハ閉坊、回国修行者蟠龍実ハ
悪七兵衛景清、所作事、長唄離子連中｢廓春情恋の種薪｣六部、悪七兵衛景清
｢博多小女郎｣毛剃九右衛門、船頭鴫の小平次
市村座、「裏表桜彩幕｣狩野源左衛門宗茂、局岩藤、隅田川渡し守大助、浄瑠
璃｢花雲鐘入月｣大介
市村座、「扉源平郷燭｣熊谷直実
市村座、「ひらかな盛衰記｣梶原平次景高
｢大内裏大友真鳥｣輪抜の五郎太実ハわしま親十郎
｢小いな半兵衛嫁きり｣近藤沼五郎
20日より、市村座、「仮名手本忠臣蔵｣桃井若狭之助、寺岡平右衛門、斧定九
郎、中間直助権兵衛、勝間宅兵衛、天川屋義兵、大星由良之助
市村座、「鬼切九三舛角鐸｣回国修行者怪山実ハ将軍太郎良門、鹿島入道髭永、
足柄山百鬼山姥、肴うり海老ざこの十、瀧屋内舎人渡辺源次綱
大切浄瑠璃、常磐津文字太夫等｢大和譲の怪童｣山姥、「暫｣鯰坊主
13日より、河原崎座、「世界平氏梅顔競｣鎮西八郎為朝
木場鴫田町家主七左衛門、「積恋雪関扉｣関守関兵衛
３月
月
月
４
５
９月
1１月
天保９（1838)正月 河原崎座、「筆始交張曽我｣朝比奈、「源平布引瀧｣斉藤実盛、瀬尾
｢－谷轍軍記｣熊谷直実、久喜萬字藤吉実ハ悪七兵衛景清
(海老蔵、五代目市川団蔵一日替り）
浄瑠璃、常磐津文字太夫連中｢戻駕寵色相肩｣次郎作
河原崎座、「菅原伝授手習鑑｣小鳥売次郎作、覚寿、松王丸
14日より、河原崎座、「木場綺娘好｣髪結寿海老の才三実ハ尾花の甚三
｢壇浦兜軍記｣秩父の庄司重忠
河原崎座、「恵閏雨鉢木｣ゑびすやの船頭鷲の長吉、千葉家中玉章長五郎、狩
野源左衛門経世
河原崎座、「晴皷雲井曲｣信濃之助実ハ浅間左衛門
15日より、河原崎座、「日高川入相花王｣四ツ塚大作実ハ伊予橡純友、剛寂僧
都
河原崎座、「絵本大当記｣松永大膳久秀、山口九郎次郎、武智十兵衛光秀
｢九月雛古今彦惣｣手跡指南山田重兵衛
５日より、河原崎座、「当平家世盛｣長田忠宗、股の国五郎、雑兵木場、寒念
仏、修行者快了実ハ熊坂太郎長範、弥平兵衛宗清、ごろつき雷の源太
浄瑠璃｢御存四十八手」
９日より、中村座、「一世一代功力妙法字｣山王の霊猿寿三郎、貫名八郎重政、
木場成田屋七左衛門、升谷太郎左衛門
三代目尾上菊五郎一世一代名残芝居にて、口上を述べる
３月
閏４月
５月
７月
８月
９月
1１月
五
天保ⅢW灘鱗纏HiWiiW僧鮒仁木弾Ⅱ
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史
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仁
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(註ｌ）「役者評判記」（早稲田大学演劇博物館)、石塚豊芥子箸｢歌舞伎年代記続編｣、伊原敏郎箸「歌
舞伎年表」第６巻より作成した。しかし、まだ不明の個所があることをご了承願いたい。
(註２）この年表は、江戸歌舞伎界における海老蔵の演劇活動を中心にまとめたものである。期間に
ついては、五代目市川海老蔵改名から江戸十里四方追放を申し渡されるまでとした。
(註３）太字は、「歌舞伎十八番」の演目を示したものである。
[■｢国姓爺合戦｣ふんりんし、雷助、和藤内、大切所作事｢四季詠い歳」５日 、 河原崎座、「勝関和合兵｣安達藤三実ハ佐々木高綱、佐々木母微妙｢夏祭浪花鑑｣団七九郎兵衝、「新板 祭文｣石津縫之助、松本屋佐四郎、四つ竹三すしの三吉、鬼門の喜兵衛市村座、「仮名手本忠臣蔵｣桃井若狭之助、寺岡平右衛門、斧定九郎、直助権兵衛、錺間宅兵衛、天111屋義平、 星由良之助25日より 、 河原崎座、「其往古恋江 ｣岩藤弾正左衛門、曽我太郎祐信、赤澤十郎、仁田四郎、士左衛門伝吉大切、浄瑠璃、常磐津文字太夫連中 媛雛の世話事｣士左衛門伝吉河原崎座、「義経千本桜｣いがみの権太、弁慶、佐藤忠信実ハ源九郎狐｢奥州安達原｣南兵衛、鎌倉権五郎大切、清元延寿太夫｢〆能色相図｣祭りのてこまい、上総之助広常、三筋綱五郎河原崎座、「御攝曳綱坂｣伊賀寿太 切丸、船頭灘六、小原賎の女お京、丹波ひ掴猿実ハ坂田公平、渡辺源５日より、河原崎座、大切狂言｢兜軍 ｣秩父の重忠17日より、河原崎座、「勢洲阿漕浦｣ 瓦の次郎蔵
天保１１(1840)正月
３月
５月
６月
８月
９月
河原崎座、「梅咲若木場曽我｣曽我五郎、八幡三郎行氏実ハ赤澤十内、本庄網
五郎後二福島屋漬兵衛
河原崎座、「桜門五三桐｣石111五右衛門、此村大炊之助実ハ太明栄蘇卿、
元祖市)|l団十郎才牛百九十年寡歌舞伎十八番の内｢勧進帳｣武蔵坊弁慶
河原崎座、「騎錺忠臣蔵｣高師直、勝間源五兵衛実ハ不破数右衛門、家主くり
廻しの直助、大星由良之助
甲府、亀屋座へ行く
中村座、「祇園祭礼信仰記｣松永大膳、九郎四郎次郎、武智十兵衛光秀
｢恋湊博多弧｣毛剃九右衛門
中村座、「菅原伝授手習鑑｣松王丸、覚寿
切狂言、清元延寿太夫連中｢花)||戸身替りお俊｣白藤源太
天保１２(1841)正月
４月
５月
９月
11月
河原崎座、「恋相撲和合曽我｣曽我五郎、極楽寺門番五郎吉、三太夫若徒藤兵
衛男達朝比奈藤兵衛、紙屑拾の五郎
１日より、中村座、大切続狂言｢堺開帳三升花衣｣蓮生法師
２日より、河原崎座、「－谷轍軍記｣石屋弥陀六実ハ宗清、兎原田五平
｢八幡鐘如念短夜｣香具屋弥兵衛
５ロ 、 河原崎座、「神霊矢口渡｣代官犬伏官蔵、団八と坊主願西、箱猿、新田
徳寿丸、源平、由良兵庫、矢口船守頓兵衛
｢初冠曽根皐月富士根｣曽我五郎
１２日より、中村座、「裏表千本桜｣由利八郎、「重扇寿松若｣男達鮫の義兵衛
中村座、「九月花操章｣芦屋道満、濡髪長五郎、石)||悪右衛門
５日より、河原崎座、「菅原伝授手習鑑｣覚寿、梅王丸、武部源蔵、野伏り願
鉄実ハ百済川成、「男達楓錦書｣男達毘沙門庄九郎
大切、浄瑠璃、常磐津文字太夫連中｢色の楽屋写姿見｣淨弁伊介
天保13(1842)正月
３月
４月
６月
河原崎座、「錺海老曽我門松｣曽我五郎、近江小藤太
｢双蝶々曲輪日記｣濡髪長五郎
河原崎座、歌舞伎十八番の内｢景泊｣悪七兵衛景渭
６日
２２日
、
、
鳥居耀蔵より海老蔵検挙、手鎖を申し渡される
鳥居耀蔵より海老蔵江戸十里四方追放を申し渡される
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（一六九九）三月刊の江島其磧作・八文字屋八左衛門板
「役者口三味線」によって、黒表紙小型横本、一部三巻と
いう定型が確立された。京・大坂・江戸三都の役者をそれ
ぞれ役柄に分類、芸の巧拙に人気度を加味した位付けを付
し、数人今頭取」「ヒイキ」「芝居好」「見物衆」「見巧者」
等）の評者が登場して合評したものである。作者不明のも
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
世
間
の
評
判
・
風
聞
を
聞
い
て
書
き
記
し
た
ものである。役者の位付は、主に「白大極上上吉」、「大極
上上吉」、「極上上吉」、「上上吉」、「上上」、「上」、「吉」と
（６）
評
価
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
次
の
（
表
１
）
は
、
海
老
蔵
の
改
名
以
後
か
ら
追
放
ま
で
の
位
付
を
役
者
評
判
記
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
（表１）によれば、天保四年（一八三一一一）正月出版の
や
く
し
や
し
き
の
な
が
め
『役者四季詠」の地位欄には、「惣巻頭後見」とあるが、
（７）
こ
の
「
惣
巻
頭
」
と
は
、
八
代
目
団
十
郎
の
地
位
を
指
す
。
こ
の
時
、
八
代
目
団
十
郎
は
ま
だ
二
歳
で
あ
っ
た
。
「
後
見
」
と
さ
れ
て
い
る
海
老
蔵
は
、
年
若
の
八
代
目
を
補
佐
す
る
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
た
。
八
代
目
が
一
八
歳
に
な
る
天
保
二
年
ま
で
「
後
見」と示されている。
ま
た
（
表
１
）
に
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
正
月
出
版
の
や
く
し
や
げ
ん
ぎ
ん
み
せ
や
く
し
や
「役者現銀店」と天保八年（一八一二七）正月出版の『役者
市
川
海
老
蔵
と
風
俗
取
締
政
策
（
木
村
）
者評判記にみる海老蔵の評価（江戸歌舞伎界）(表
静Ⅱ
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
－
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ⅱ
７
保
保
保
保
保
呆
呆
呆
采
大
人
大
天
天
一
七 (早稲田大学演劇博物館所蔵より作成）
年代 西暦 地位 位付 出典
天保４．正 1833 惣巻頭後見 極上上吉 『役者四季詠」
天保５．正 1834 後見 極上上古 ｢役者三世相」
天保６．正 1835 惣巻軸三幅対 白大極上上吉 ｢役者現銀店」
天保７．正 1836 後見 白大極上上吉 ｢役者手柄競」
天 ８．正 1837 当時俳優三|幅対 大極上上吉 ｢役者早速庖丁』
保９．正 1838 後見 極上上吉 ｢役者ひめ飾』
天保１０．正 1839 後見 極上上吉 『役者外題撰」
天保11．正 1840 後見 大極上上吉 ｢役者金剛力』
天保１２．正 1841 惣巻軸 大極上上吉 『役者舞台扇」
天保１３．正 1842 惣巻軸 大極上上吉 『役者投扇曲」
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法
政
史
学
第
六
十
三
号
さ
っ
そ
く
ほ
』
７
ち
ょ
う
早速庖丁」に「一二幅対」という文一一一一口がある。これは、海
老
蔵
と
同
格
と
み
な
さ
れ
て
い
る
役
者
が
他
に
二
人
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
、
海
老
蔵
と
同
格
の
役
者
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
の
は
、
五
代
目
市
川
団
蔵
、
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
役
者
評
判
記
の
位
付
け
は
、
海
老
蔵
の
「
日
大
（８）
極上上吉」に対して、’一人は、「極上々吉」であった。「一二
幅
対
」
と
評
さ
れ
て
い
て
も
、
実
際
は
海
老
蔵
が
二
人
よ
り
上
位
に
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天保八年（一八一一一七）にある「当時俳優三幅対」も、海
老蔵と前述の五代目市川団蔵、三代目尾上菊五郎の一一一人の
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
海
老
蔵
の
「
大
極
上
上
吉
」
に
対
（９）
し
、
’
一
人
は
、
「
極
上
上
士
口
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
も
、
海
老
蔵
が
二
人
よ
り
も
上
位
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
役
者
評
判
記
に
み
る
海
老
蔵
は
、
「
日
大
極
上
上
吉
」
「
大
極
上
上
吉
」
「
極
上
上
吉
」
と
位
付
け
さ
れ
、
江
戸
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
確
固
た
る
位
置
に
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
次
は
海
老
蔵
の
評
判
に
つ
い
て
、
歌
舞
伎
界
の
頭
取
、
観
客
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
描
写
さ
れ
た
も
の
を
検
討
し
て
い
く
。
やくしやしきのながめ（Ⅲ）
天保四年（一八一二一二）正月出版の「役者四季詠」にお
い
て
、
「
頭
取
」
は
、
海
老
蔵
の
こ
と
を
、
「
三
津
升
や
、
几
変
ら
ぬ
江
戸
の
筋
隈
普
子
の
吟
も
む
く
な
る
か
な
、
凡
百
八
十
年
子
孫
（
連
綿
）
（
成
）
（
天
保
三
年
）
れ
ん
め
ん
と
し
て
七
代
相
続
な
し
、
当
辰
ノ
一
二
月
忰
海
老
蔵
に
（
八
代
目
）
（
説
）
（
海
老
蔵
）
団
十
郎
の
名
跡
を
ゆ
つ
り
遣
た
木
場
の
親
玉
白
猿
丈
で
ム
リ
ま
す
」
み
ま
す
と評している。「一一一津升」とは市川家の「一二升」の紋のこ
と
で
、
「
白
猿
」
と
は
海
老
蔵
の
俳
名
で
あ
る
。
市
川
家
は
顔
に
筋
隈
を
描
く
役
者
の
家
と
し
て
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
約
一
八
○
年
間
、
市
川
家
は
、
子
孫
連
綿
と
七
代
に
渡
っ
て
家
を
相
続
し
て
い
る
。
天
保
三
年
三
月
、
息
子
の
海
老
蔵
に
八
代
目
団
十
郎
を
譲
っ
た
五
代
目
海
老
蔵
は
、
「
木
場
の
親
玉
」
で
あ
る
と
「
頭
取
」
は
評
し
て
い
る
。
市
川
家
の
芸
で
あ
る
荒
事
の
特
色
を
表
現
し
、
市
川
家
の
歴
史
が
子
孫
連
綿
と
続
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
海
老
蔵
Ⅱ
木
場
の
親
玉
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
場
に
住
居
し
て
い
る
海
老
蔵
を
江
戸
歌
舞
伎
役
者
の
ま
と
め
役
と
認
め
て
い
る
。
やくしやげんぎんみせ（ｕ）
続いて、天保六年（一八一二五）正月出版の「役者現銀店」
（
海
老
蔵
）
に
お
い
て
、
あ
る
「
見
巧
者
」
は
海
老
蔵
の
こ
と
を
「
白
猿
丈
は
江
戸
の
宝
」
と
評
し
、
海
老
蔵
を
江
戸
生
ま
れ
の
、
江
戸
歌
舞
伎
の
、
江
戸
民
衆
の
宝
で
あ
る
と
最
大
級
の
賛
辞
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
別
（
栫
）
（
衣
菱
付
）
の
「
見
巧
者
」
は
、
「
い
つ
も
な
が
ら
こ
し
ら
へ
衣
せ
う
つ
き
万
端
申
分
な
く
大
出
来
」
と
、
海
老
蔵
は
、
ど
ん
な
役
を
演
じ
る
と
き
も
、
衣
装
に
も
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
観
客
を
満
足
さ
せ
て
い
る
と
八
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評
し
て
い
る
。
や
く
し
や
か
ざ
り
（
辺
）
天
保
九
年
（
一
八
一
二
八
）
正
月
出
版
の
「
役
者
ひ
め
飾
」
に
お
い
て
、
「
頭
取
」
は
、
海
老
蔵
を
「
当
時
三
ヶ
の
津
俳
優
の
親
玉
、
市
（
海
老
蔵
）
川のみなかみ木場の白猿丈」と評している。「ヒイキ」は、
「
木
場
の
親
玉
が
居
ま
せ
ぬ
と
江
戸
の
歌
舞
伎
の
や
う
に
労
れ
升
ぬ
、
お
ち
つ
い
て
居
ら
る
画
や
う
に
頼
升
、
イ
ョ
大
江
戸
の
飾
海
老
代
々
つ
ず
く
年
の
市
川
」
と
海
老
蔵
を
絶
賛
し
て
い
る
。
「頭取」の文言にあった「一一一ヶの津」とは、江戸・京・大
坂
の
こ
と
で
あ
り
、
「
頭
取
」
は
海
老
蔵
を
、
三
都
随
一
の
役
者
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
「
ヒ
イ
キ
」
は
、
海
老
蔵
が
江
戸
に
い
な
く
て
は
、
江
戸
の
歌
舞
伎
と
は
い
え
な
い
の
で
、
江
戸
以
外
で
歌
舞
伎
興
行
を
し
な
い
よ
う
に
と
、
海
老
蔵
に
懇
願
し
て
い
る
。
江
戸
の
民
衆
に
と
っ
て
、
江
戸
歌
舞
伎
Ⅱ
海
老
蔵
と
い
う
認
識
が
大
部
分
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
やくしやぶたいおうぎ（⑬）
天
保
一
一
一
年
（
一
八
四
一
）
正
月
出
版
の
「
役
者
舞
台
扇
」
に
お
（
根
生
）
〈
品
展
）
いて、「頭取」は、海老蔵を、「お江戸根おひ御ひゐき市川
代
々
の
そ
の
中
に
七
代
に
あ
た
る
古
今
の
稀
者
、
荒
事
の
根
元
、
和
実
、
敵
役
、
時
代
事
、
世
話
事
す
べ
て
歌
舞
伎
一
道
に
う
け
て
」
と
評
し
、
「
見
巧
者
」
は
、
「
歌
舞
伎
一
堂
の
た
ば
ね
を
す
る
身
」
と
評
し
て
い
る
。
「
頭
取
」
は
、
市
川
家
が
江
戸
出
身
の
役
者
の
家
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
海
老
蔵
は
、
荒
事
・
和
実
・
敵
役
・
時
代
事
．
市
川
海
老
蔵
と
風
俗
取
締
政
策
（
木
村
）
１
「
景
清
」
上
演
と
海
老
蔵
の
検
挙
本節では、天保一一一一年（’八四二）四月六日の海老蔵検
挙
は
、
海
老
蔵
が
出
演
し
た
演
目
・
役
柄
と
因
果
関
係
が
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
江
戸
歌
舞
伎
界
は
、
天
保
改
革
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
三
代
目
中
村
仲
蔵の『手前味噌」から明確にしていきたい。
海
老
蔵
は
、
天
保
期
、
江
戸
歌
舞
伎
界
の
頂
点
に
位
置
す
る
役
者
世
話
事
、
ど
ん
な
役
を
演
じ
て
も
共
演
者
・
観
客
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
絶
賛
し
て
い
る
。
「
見
巧
者
」
は
観
客
も
海
老
蔵
を
、
江
戸
歌
舞
伎
界
を
束
ね
る
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
している。
以
上
か
ら
海
老
蔵
は
、
役
柄
・
衣
装
な
ど
に
つ
い
て
も
、
常
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
観
客
を
満
足
さ
せ
、
高
い
評
判
を
得
て
い
る
役
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
市
川
家
が
子
孫
連
綿
と
家
の
歴
史
を
築
い
て
い
る
こ
と
を
、
頭
取
・
観
客
共
に
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
頭
取
・
観
客
が
、
海
老
蔵
の
こ
と
を
江
戸
歌
舞
伎
界
を
束
ね
て
い
る
存
在
で
あ
り
、
三
都
随
一
の
役
者
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
海
老
蔵
は
歌
舞
伎
界
最
高
の
位
置
に
い
た
こ
と
は
明
白
で
ある。
二
海
老
蔵
検
挙
と
改
革
へ
の
認
識
九
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と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
五
月
に
天
保
改
革
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
天
保
改
革
に
お
け
る
風
俗
取
締
政
策
の
一
環
で
あ
る
芝
居
弾
圧
政
策
に
よ
り
、
海
老
蔵
は
天
保
二
一
年
（
一
八
四
二
）
四
月
六
日
、
南
町
奉
行
鳥
居
耀
蔵
に
検
挙
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
海
老
蔵
は
、
河
原
崎
座
で
歌
舞
伎
十
八
番
の
内
「
景
清
」
を
演
（皿）
じ
て
い
た
。
海老蔵は追放申し渡し日より約二ヶ月前の天保一一一一年四
月
六
日
に
検
挙
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
天
保
一
二
年
一
○
月
一
六
日
発
令
の
著
侈
禁
止
令
に
背
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
海
老
蔵
は
、
南
町
奉
行
鳥
居
耀
蔵
直
々
の
調
べ
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
罪
人
と
し
て
扱
わ
れ
た
海
老
蔵
は
手
鎖
を
う
け
、
身
柄
は
家
主
熊
蔵
に
預
け
ら
れ
、
追
っ
て
沙
汰
が
あ
る
ま
で
謹
慎
を
命ぜられた。
四
月
六
日
、
検
挙
さ
れ
た
と
き
、
海
老
蔵
は
、
河
原
崎
座
に
お
い
て
、
歌
舞
伎
十
八
番
の
内
「
景
清
」
で
主
役
の
悪
七
兵
衛
景
清
を
演
じ
て
い
た
。
こ
の
芝
居
の
上
演
は
、
同
年
一
一
一
月
か
ら
で
二
ヶ
月
目
に
入
っ
て
も
好
評
を
博
し
て
い
た
。
海
老
蔵
検
挙
後
、
「
景
清
」
の
芝
（応）
居
は
、
代
役
を
立
て
て
の
続
行
は
許
さ
れ
ず
上
演
中
止
と
な
っ
た
。
海
老
蔵
は
、
著
侈
禁
止
令
が
天
保
一
二
年
一
○
月
一
六
日
に
発
令
さ
れ
て
す
ぐ
、
検
挙
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
法
令
に
背
く
者
と
し
て
検
挙
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
箸
侈
禁
止
令
が
出
た
直
後
に
、
法
政
史
学
第
六
十
三
号
海
老
蔵
は
検
挙
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
海
老
蔵
は
、
自
分
の
住
居
や
身
な
り
、
小
間
物
類
に
ま
で
華
美
を
装
い
豪
華
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
老
蔵
検
挙
ま
で
に
は
、
著
侈
禁
止
令
発
令
か
ら
約
半
年
の
期
間
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
な
ぜ
海
老
蔵
が
検
挙
さ
れ
る
ま
で
に
約
半
年
の
期
間
が
置
か
れ
た
の
か
、
何
が
検
挙
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
か
、
海
老
蔵
が
検
挙
さ
れ
る
ま
で
の
約
半
年
間
の
海
老
蔵
の
出
演
演
目
並
び
に
役
柄
に
注
目
し
検
討
し
て
い
く
。天
保
一
二
年
一
一
月
、
河
原
崎
座
に
お
い
て
、
海
老
蔵
は
、
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
に
出
演
し
、
覚
寿
、
梅
壬
丸
、
武
部
源
蔵
、
野
伏
（略）
り
願
鉄
実
ハ
百
済
川
成
の
四
役
を
勤
め
て
い
る
。
ほ
か
に
、
「
男
達
楓
錦
書
」
に
も
出
演
し
、
男
達
毘
沙
門
庄
九
郎
を
勤
め
、
大
切
で
は
、
浄
瑠
璃
、
常
磐
津
文
字
太
夫
連
中
「
色
の
楽
（Ⅳ）
屋
写
姿
見
」
の
淨
弁
伊
介
を
勤
め
て
い
る
。
続
い
て
、
天
保
一
三
年
正
月
、
河
原
崎
座
に
お
い
て
、
海
老
蔵
は
、
「
錺
海
老
曽
我
門
松
」
の
曽
我
五
郎
、
近
江
小
藤
太
を
勤
め
、
（岨）
「
双
蝶
々
曲
輪
日
記
」
で
は
濡
髪
長
五
郎
を
勤
め
て
い
た
。
そ
し
て
同
年
三
月
、
河
原
崎
座
に
お
い
て
、
海
老
蔵
は
、
歌
舞
伎
十
八
番
の
内
「
景
清
」
の
悪
七
兵
衛
景
清
を
勤
め
て
お
り
、
そ
の
矢
先
の
四
月
（四）
六日に検挙された。箸侈柱不止令が発令されてから、「景清」
出
演
中
に
検
挙
さ
れ
る
ま
で
、
海
老
蔵
は
、
ど
の
演
目
に
お
い
て
も
￣
○
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主
役
級
の
役
柄
を
演
じ
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
「
景
清
」
出
演
中
に
検
挙
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。
悪
七
兵
衛
景
清
は
、
平
家
滅
亡
後
、
源
氏
へ
の
反
抗
を
続
け
て
い
た
。
源
頼
朝
を
狙
う
が
失
敗
し
、
捕
ら
え
ら
れ
、
岩
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
。
平
家
に
は
三
つ
の
家
宝
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
源
頼
朝
が
手
に
入
れ
た
の
は
、
平
重
衡
の
朝
霧
の
琴
だ
け
で
あ
っ
た
。
残
り
の
二
つ
の
家
宝
で
あ
る
、
平
経
政
の
青
山
の
琵
琶
、
平
敦
盛
の
青
葉
の
笛
の
行
方
を
白
状
し
な
い
景
清
に
、
妻
阿
古
屋
と
娘
の
人
丸
を
連
れ
て
き
て
、
過
酷
な
責
め
を
行
う
。
怒
っ
た
景
清
は
牢
を
破
っ
て
大
暴
（卯）
れ
す
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。
豪
勇
無
双
の
英
雄
で
あ
り
、
「
牢
破
り
の
景
清
」
と
し
て
、
観
客
の
評
判
を
得
て
い
た
。
で
は
、
景
清
の
牢
破
り
の
場
面
は
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
こ
の
時
の
「
景
清
」
の
台
本
か
ら
検
証
し
て
（皿〉
いく。景清
の
牢
破
り
の
一
連
の
動
作
は
、
「
牢
の
格
子
に
右
手
を
か
け
、
（ｍ）
力
を
篭
む
れ
ば
ゆ
さ
ゆ
さ
ゆ
き
、
又
も
か
画
る
を
打
ち
払
い
」
と
な
（鋼）
り
、
「牢仕掛にて動き、バーフバーフとこわれる」となる。そ
の
後
の
景
清
の
動
き
は
、
「
角
柱
を
持
っ
て
、
皆
々
を
散
ら
し
、
（型）
ミ
ン
ャ
ン
と
見
得
」
と
な
り
、
「
ふ
ん
ぱ
た
が
っ
た
る
有
様
は
、
目
覚
（躯）
ま
し
く
も
ま
た
凄
ま
じ
し
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
皇
昆
清
は
、
「
軍
丘
〈
（妬）
か
、
る
を
、
牢
の
格
子
の
柱
を
持
っ
て
打
ち
散
ら
す
」
と
い
う
動
作
市
川
海
老
蔵
と
風
俗
取
締
政
策
（
木
村
）
に
な
る
。
悪
七
兵
衛
景
清
の
顔
に
は
、
一
般
の
荒
事
の
場
合
よ
り
も
凄
み
を
感
じ
さ
せ
る
景
清
隈
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
芝
居
は
、
悪
七
兵
衛
景清が牢の柱を持って振り回す立ち回りがみどころで、い
か
に
も
荒
武
者
事
の
様
相
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
「
景
清
」
の
牢
破
り
の
場
面
は
、
幕
府
の
風
俗
取
締
政
策
に
日
常
生
活
を
制
限
さ
れ
、
不
満
を
抱
い
て
暮
ら
し
て
い
る
観
客
に
共
感
を
与
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
海
老
蔵
は
、
民
衆
の
現
実
に
は
不
可
能
な
牢
破
り
と
い
う
行
為
を
舞
台
上
で
示
し
、
民
衆
の
気
持
ち
を
代
弁
し
、
体
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
次
は
、
「
景
清
」
の
芝
居
で
使
用
さ
れ
た
箸
侈
な
芝
居
道
具
に
つ
いて検討していく。
海老蔵は、悪七兵衛景清役では、一一一升の亀甲の中に、金
銀摺箔の牡丹の縫い取りをしたどてらを着用した。「篭手・
脛
当
」
は
手
の
込
ん
だ
本
物
の
革
を
使
用
し
、
舞
台
上
で
使
用
し
て
（”）
いる膳は、「結構なる蒔絵」が施されている。
海
老
蔵
が
「
景
清
」
の
芝
居
で
使
用
し
て
い
る
豪
華
な
金
銀
摺
箔
や
手
の
込
ん
だ
本
物
の
革
、
高
価
な
蒔
絵
な
ど
は
、
天
保
一
二
年
二
八
四
一
）
一
○
月
一
六
日
発
令
の
著
侈
禁
止
令
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
海
老
蔵
が
「
景
清
」
上
演
中
に
検
挙
さ
れ
た
時
、
「
景
清
か
牢
破
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２
「
手
前
味
噌
」
に
み
る
改
革
の
評
判
「
手
前
味
噌
」
と
は
、
歌
舞
伎
役
者
三
代
目
中
村
仲
蔵
の
自
叙
伝
で
あ
る
。
仲
蔵
（
当
時
、
鶴
蔵
）
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
五
い
き
ぢ
の
た
て
い
れ
月
、
市
村
座
で
「
五
人
男
舗
胆
潔
侠
」
と
「
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
」
に
出
演
し
て
い
た
。
し
か
し
、
仲
蔵
は
出
番
が
少
な
く
、
閑
暇
が
あ
っ
た
の
で
、
一
○
歳
時
よ
り
三
七
、
八
年
間
を
思
い
出
し
て
調
べ
上
げ
た
。
同
書
は
、
ま
ず
家
系
を
叙
し
て
、
初
代
・
二
代
を
説
き
、
そ
れ
か
ら
二
代
の
自
叙
伝
に
移
る
と
い
う
形
式
で
、
自
叙
伝
と
は
い
い
な
（”）
が
ら
家
の
歴
史
で
も
あ
る
。
法
政
史
学
第
六
十
三
号
（羽）
っ
て
手
鎖
く
い
」
と
い
う
川
柳
が
出
た
。
牢
破
り
と
い
う
非
現
実
的
な
行
為
に
対
し
民
衆
は
喜
ぶ
が
、
結
果
は
手
鎖
と
い
う
、
芝
居
と
現
実
が
混
同
し
た
川
柳
に
な
っ
て
い
る
。
幕
府
の
風
俗
取
締
り
が
一
層
厳
し
い
天
保
改
革
期
だ
か
ら
こ
そ
、
観
客
に
共
感
を
与
え
る
「
景
清
」
は
、
内
容
的
に
幕
府
を
刺
激
す
る
に
は
充
分
で
あ
り
、
そ
の
上
、
芝
居
道
具
は
、
箸
侈
禁
止
令
に
触
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
海
老
蔵
は
、
「
景
清
」
上
演
中
に
検
挙
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
海
老
蔵
が
検
挙
さ
れ
る
一
方
で
、
江
戸
歌
舞
伎
界
は
天
保
改
革
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
、
歌
舞
伎
役
者
三
代
目
中
村
仲
蔵
の
「
手
前
味
噌
」
か
ら
検
証
し
て
い
く
。
な
お
、
「
手
前
味
噌
」
は
現
在
、
原
本
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
原
本
の
写
し
と
し
て
最
古
の
も
の
が
、
明
治
一
九
年
二
八
八
六
）
八
月
の
「
歌
舞
伎
新
報
」
（
第
六
九
一
号
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
手
前
味
噌
」
に
は
、
天
保
改
革
期
の
実
態
の
一
部
が
見
受
け
ら
れ
る
描
写
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
天
保
改
革
の
風
俗
取
締
り
を
江
戸
歌
舞
伎
役
者
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
検
討
す
る
。
（狐）
仲
蔵
は
天
保
改
革
に
対
し
て
、
「
何
か
ら
何
ま
で
や
か
ま
し
く
」（弧）
と
述
べ
て
お
り
、
老
中
水
野
忠
邦
に
対
し
て
は
、
「
劇
し
き
御
方
」
と
意
識
し
て
お
り
、
南
町
奉
行
鳥
居
耀
蔵
に
対
し
て
は
、
「
少
し
も
（犯）
お
慈
悲
の
な
い
お
人
」
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
鳥
居
耀
蔵
は
少
々
の
違
反
で
も
捕
縛
し
、
違
反
の
軽
い
者
は
手
錠
で
町
内
預
け
の
沙
汰
を
下
し
て
い
た
の
で
、
番
所
に
手
錠
が
不
足
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
（鋼）
い
る
と
仲
蔵
は
述
べ
て
い
る
。
中村仲蔵が水野忠邦と鳥居耀蔵の名前をあげ、その人物
像
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
名
は
歌
舞
伎
界
に
と
っ
て
畏
怖
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
番
所
に
手
錠
が
不
足
す
る
な
ど
と
い
う
事
態
が
本
当
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
描
写
は
、
仲
蔵
が
、
水
野
・
鳥
居
の
天
保
改
革
の
取
締
り
の
厳
し
さ
を
皮
肉
的
に
捉
え
て
い
た
も
の
で
あ
ろう。
一一一
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し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
番
所
に
手
錠
が
不
足
す
る
ほ
ど
簡
単
に
多
く
の
人
が
検
挙
さ
れ
、
民
衆
が
制
約
の
多
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
を
歌
舞
伎
役
者
も
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
歌
舞
伎
界
は
、
民
衆
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
三
都
随
一
の
役
者
と
称
さ
れ
る
海
老
蔵
の
「
景
清
」
を
上
演
し
て
、
民
衆
の
欲
求
に
こ
た
え
よ
う
と
し
た
。
歌
舞
伎
界
に
も
民
衆
に
も
最
高
の
役
者
と
認
め
ら
れ
て
い
る
海
老
蔵
が
演
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
「
牢
破
り
の
景
清
」
の
場
面
は
、
民
衆
の
共
感
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
歌
舞
伎
界
は
、
水
野
忠
邦
を
中
心
と
し
た
天
保
改
革
の
取
締
り
に
対
し
、
大
き
な
関
心
を
示
し
、
そ
の
厳
し
さ
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
海
老
蔵
は
、
自
分
の
住
居
や
身
な
り
、
小
間
物
類
に
ま
で
華
美
を
装
い
豪
華
な
暮
ら
し
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
上
、
歌
舞
伎
十
八
番
の
内
「
景
清
」
と
い
う
、
幕
府
の
反
感
を
か
う
よ
う
な
内
容
の
演
目
に
出
演
し
た
。
こ
れ
が
、
幕
府
の
格
好
の
標
的
と
な
り、海老蔵は、著侈の罪により、天保一三年（一八四一一）
四
月
六
日
、
南
町
奉
行
鳥
居
耀
蔵
に
検
挙
さ
れ
、
同
年
六
月
二
二
日
、
江
戸
十
里
四
方
追
放
を
申
し
渡
さ
れ
た
。
市
川
海
老
蔵
と
風
俗
取
締
政
策
（
木
村
）
１
海
老
蔵
の
江
戸
十
里
四
方
追
放
本
節
で
は
、
海
老
蔵
の
署
侈
の
実
態
を
明
確
に
し
、
江
戸
十
里
四
方
追
放
の
要
因
を
著
侈
禁
止
令
と
照
合
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。
そ
し
て
海
老
蔵
と
民
衆
と
の
関
係
を
検
討
し
、
そ
れ
に
対
す
る
幕
府
の風俗取締政策を考察していきたい。
天保一三年（一八四一一）四月六日検挙され、手鎖の上、
家
主
御
預
け
と
な
っ
て
い
た
海
老
蔵
は
、
同
年
六
月
一
三
日
、
南
町
（型）
奉
行
鳥
居
耀
蔵
か
ら
江
戸
十
里
四
方
追
放
を
申
し
渡
さ
れ
た
。
（忠邦）
水
野
越
前
守
殿
御
差
図
（天保一一一一年）
寅
六
月
廿
二
日
申
渡
深
川
鴫
田
町
熊
蔵
地
倍
十
兵
衛
方
同
居
同
人
父歌舞
伎
役
者
（七代目団十郎）
海
老
蔵
其
者
義
、
家
作
之
儀
者
長
押
塗
か
ま
ち
等
不
相
成
、
雛
井
道
具
儀も結構二致間敷旨、前々方町鯛有之候処、其方家業
（之力）
体
之
義
ハ
、
時
々
風
俗
二
随
ひ
、
専
ラ
表
向
を
飾
不
申
候
而
一
一
一
江
戸
十
里
四
方
追
放
と
箸
侈
禁
止
令
一
一
一
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法
政
史
学
第
六
十
三
号
偶
二
付
、
不
相
済
儀
与
後
悔
致
し
、
居
宅
向
造
作
等
崩
候
場
処
先
年
占
買
置
候
共
、
高
サ
壱
丈
七
尺
之
石
灯
籠
壱
対
、
深
川
永
代
寺
境
内
お
ゐ
て
開
帳
有
之
候
、
不
動
江
奉
納
可
致
与
高
価
之
も
有
之
候
得
共
、
右
置、金子借受候後、
者
、
晶
眉
も
薄
く
、
道
具
類
も
右
二
准
し
、
重
高
之
品
二
無
之
候
而
者
、
融
通
も
不
宜
候
辿
、
右
町
触
を
背
、
居
宅
長
押
造
、
床
塗
か
ま
ち
ニ
致
し
、
赤
銅
七
々
子
釘
隠
打
附
、
庭
向
江
も
御
影
石
燈
龍
、
其
外
大
石
数
多
差
置
、
又
者
同
所
士
蔵
内
江
不
動
藻蛎飾荘厳向惣金箔彫、又須弥檀朱塗彫物、惣金泥
合
天
井
ニ
致
し
、
或
者
小
箪
笥
江
赤
銅
七
々
子
二
金
丸
桐
之
紋
付
、
小
柄
等
鉄
物
致
し
、
其
外
手
を
込
候
鉄
物
相
用
、
唐
櫃
井
額
奈
良
細
工
、
木
彫
彩
色
之
雛
等
追
々
買
取
、
右
雛
道
具
も
鴫
桐二而金砂子を置、胡粉紺青二而、瓢箪を菊桐五一一一之
相
紋
形
二
置
、
名
前
不
存
町
人
方
貰
受
候
汕
、
右
檀
江
猩
々
緋
を
敷
、
座
敷
内
二
相
飾
、
其
上
狂
言
二
相
用
ひ
候
品
々
之
儀
も
、
一
ト
通
二
而
ハ
見
物
人
気
二
入
間
敷
与
存
、
革
装
具
足
壱
領
井
鉄
二
而
甲
無
之
具
足
壱
領
何
れ
も
武
用
之
品
を
所
持
致
し
、
狂
言
二
相
用
、
且
又
先
代
方
持
伝
候
共
珊
瑚
樹
之
根
付
緒
〆
附
候
高
蒔
絵
之
印
籠
等
、
狂
言
之
節
相
用
ひ
、
又
者
銀
無
垢
ち
ろ
り
等
所
持
致
し
、
其
余
品
者
質
入
或
者
可
売
払
与
預
ヶ
身
分
を
も
不
顧
、
著
侈
憎
上
之
至 ！、殊二
品
、
右
境
内
江
差
置
候
段
、
妾
不
届
二
付
、
触
二
背
候
所
井
居
宅
取
崩
、
木
品
共
取
上
、
江
戸
拾
里
四
方
追
放
申
付
之
右
の
江
戸
追
放
申
し
渡
し
の
条
文
の
中
で
、
著
侈
の
内
容
が
、
海
老
蔵
の
日
常
生
活
と
芝
居
空
間
に
お
い
て
混
同
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
部
分
を
明
瞭
に
す
べ
く
、
ま
ず
海
老
蔵
の
日
常
生
活
か
ら
、
主
に
住
居
、
調
度
品
・
小
間
物
類
に
関
し
て
の
著
侈
の実態を検証していく。
海
老
蔵
は
、
居
宅
に
長
押
を
造
り
、
床
を
塗
り
が
ま
ち
に
し
て
い
た
。
赤
銅
七
々
子
で
釘
隠
を
打
ち
付
け
て
お
り
、
天
井
は
全
て
金
泥
の
格
天
井
に
し
て
い
た
。
庭
に
は
、
御
影
石
の
燈
寵
や
そ
の
他
に
大
石
を
数
多
く
置
き
、
ま
た
庭
の
土
蔵
内
へ
不
動
明
王
像
を
安
置
し
て
、
そ
の
像
を
金
箔
に
し
て
、
須
弥
檀
は
朱
塗
り
の
彫
物
と
い
う
華
麗
な
も
の
で
あ
っ
た
。
雛
道
具
に
つ
い
て
も
華
美
に
し
て
は
い
け
な
い
と
前
々
か
ら
町
触
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
海
老
蔵
は
雛
道
具
を
華
美
な
説
え
に
し
て
い
た
。
木
彫
り
の
彩
色
あ
ざ
や
か
な
雛
道
具
を
次
々
と
買
い
求
め
、
造
り
は
、
縞
桐
で
、
そ
こ
に
金
の
砂
子
を
か
け
た
と
い
う
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
。
瓢
箪
に
は
分
不
相
応
に
、
菊
桐
五
三
紋
の
形
を
付
け
て
いた。さら
に
、
名
前
も
身
上
も
不
明
な
町
人
か
ら
の
も
ら
い
も
の
と
い
っ
て
、
雛
壇
へ
猩
々
緋
を
敷
き
、
そ
れ
ら
を
座
敷
内
に
飾
っ
て
い
■■■■■■■■■■■
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る
と
い
う
実
態
で
あ
っ
た
。
海
老
蔵
は
、
日
常
使
用
す
る
道
具
類
も
高
価
な
品
で
な
け
れ
ば
、
晶
眉
が
薄
く
な
る
と
考
え
、
小
箪
笥
は
、
赤
銅
七
々
子
と
い
う
技
法
で
金
丸
桐
の
紋
を
付
け
て
い
た
。
小
柄
等
は
鉄
製
で
、
そ
の
他
の
も
の
も
手
の
込
ん
だ
鉄
製
を
使
用
し
て
お
り
、
唐
櫃
や
額
に
は
楢
細
工
が
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
時
に
お
い
て
海
老
蔵
は
、
分
不
相応で著侈な生活を送っていたことが明白となった。
続
い
て
、
芝
居
空
間
に
お
い
て
の
著
侈
の
実
態
を
み
て
い
く
。
海
老
蔵
は
、
芝
居
に
使
用
す
る
道
具
も
あ
り
ふ
れ
た
も
の
（
著
侈
禁
止
令
の
許
容
範
囲
の
も
の
）
で
は
、
見
物
人
の
気
に
入
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
芝
居
に
お
い
て
も
革
製
や
鉄
製
の
甲
冑
な
ど
、
作
り
物
で
は
な
い
本
物
を
使
用
し
た
。
さ
ら
に
、
先
祖
代
々
に
伝
わ
る
珊
瑚
樹
の
根
付
け
や
高
蒔
絵
の
印
籠
な
ど
高
価
な
も
の
を
芝
居
に
使
用
し
て
い
た
。
追
放
申
し
渡
し
に
こ
の
よ
う
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
侈
禁
止
令
の
法
的
効
力
は
、
海
老
蔵
の
芝
居
空
間
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
（弱）
海
老
蔵
江
戸
追
放
申
し
渡
し
文
の
傍
線
部
①
の
「
町
触
」
と
傍
線
（天保一一一年）
部
②
の
「
去
丑
十
月
、
質
素
倹
約
之
儀
被
仰
出
候
」
は
箸
侈
禁
止
令
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
著
侈
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
日
か
ら
海
老
蔵
の
江
戸
十
里
四
方
追
放
の
日
ま
で
の
間
に
、
町
市
川
海
老
蔵
と
風
俗
取
締
政
策
（
木
村
）
２
追
放
の
要
因
と
著
侈
禁
止
令
天
保
改
革
に
お
い
て
幕
府
は
、
風
俗
取
締
り
に
対
し
厳
し
い
態
度
で
臨
み
、
天
保
一
一
一
年
（
一
八
四
二
一
○
月
一
六
日
、
箸
侈
禁
止
令を発令した。
幕
府
は
、
町
奉
行
を
通
し
、
町
年
寄
が
、
町
名
主
・
家
主
・
裏
店
層
に
至
る
ま
で
の
江
戸
の
全
住
民
に
こ
の
度
の
箸
侈
禁
止
令
を
繰
り
返
し
申
し
聞
か
せ
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
箸
侈
禁
止
令
は
、
全
国
法
（妬）
令であり、生活統制令ともい麗えるものであった。
当
触
書
に
よ
れ
ば
、
享
保
・
寛
政
時
に
も
同
様
の
触
書
を
出
し
た
が
、
年
月
が
た
っ
て
い
る
の
で
再
度
申
し
渡
す
と
あ
る
。
内
容
は
一
○
条
か
ら
成
り
、
様
々
な
規
制
が
あ
る
。
禁
制
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
贄
沢
な
菓
子
・
料
理
か
ら
、
華
美
な
能
装
束
・
金
箔
を
つ
け
た
方
に
対
し
て
他
に
箸
侈
禁
止
・
質
素
倹
約
に
関
す
る
取
締
り
法
令
が
出
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
海
老
蔵
は
、
著
侈
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
の
で
、
居
宅
の
目
立
つ
と
こ
ろ
を
破
壊
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
は
、
身
分
を
顧
み
な
い
所
業
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。
よ
っ
て
居
宅
は
破
却
さ
れ
、
海
老
蔵
は
江
戸
十
里
四
方
追
放
の
処
罰
を
申
し
渡
さ
れ
た
。
次
は
、
海
老
蔵
追
放
申
し
渡
し
の
根
拠
と
な
る
著
侈
禁
止
令
の
条
項をみていく。
一
五
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破
魔
弓
・
菖
蒲
刀
・
羽
子
板
・
八
寸
以
上
の
雛
人
形
、
高
価
な
金
物
な
ど
、
さ
ら
に
金
銀
使
用
の
彫
物
・
象
嵌
・
蒔
絵
・
轡
・
履
物
な
ど
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
海
老
蔵
は
、
こ
の
箸
侈
禁
止
令
に
抵
触
し
た
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
。
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
海
老
蔵
の
抵
触
に
あ
た
る
条
を
著
侈
禁
〈”）
止
令
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
（５）一雛
道
具
梨
子
地
者
勿
論
蒔
絵
二
候
共
、
紋
所
之
外
無
用
之
事
（７）’き
せ
る
其
外
も
て
あ
そ
ひ
同
前
之
口
叩
二
金
銀
遣
ひ
候
儀
者
勿
論
、
彫
物
・
象
眼
之
類
井
蒔
絵
等
、
結
構
二
致
問
敷
事
（９）一町
人
共
一
統
二
花
美
之
儀
無
之
様
致
し
、
白
く
７
町
人
男
女
共
二
分
限
不
相
応
結
構
之
品
着
用
致
し
、
又
者
髪
の
か
さ
り
等
迄
茂
、
大
造
成
品
相
用
侯
も
の
候
ハ
、
、
組
之
も
の
見
掛
次
第
、
右
居
所
・
名
前
等
相
糺
、
町
役
人
差
添
さ
せ
、
直
二
奉
行
所
江
召
連
吟
味
致
し
候
間
、
左
様
ニ
可
相
心
得
候
事
ま
ず
、
五
条
目
は
、
雛
道
具
に
つ
い
て
は
梨
子
地
は
言
う
ま
で
な
く
使
用
禁
止
で
あ
り
、
蒔
絵
で
あ
ろ
う
と
も
、
紋
所
以
外
は
無
用
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
海
老
蔵
の
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
前
述
の
追
放
申
し
渡
し
文
に
あ
る
通
り
、
華
美
な
雛
道
具
を
次
々
と
買
い
求
め
た
法
政
史
学
第
六
十
三
号
り
、
名
前
も
身
上
も
不
明
な
町
人
か
ら
の
も
ら
い
も
の
と
い
っ
て
、
雛
壇
へ
猩
々
緋
を
敷
き
、
そ
れ
ら
を
座
敷
内
に
飾
っ
て
い
る
と
い
う
著
侈
の
実
態
で
あ
っ
た
。
明
ら
か
に
第
五
条
に
抵
触
し
て
い
た
。
次
に
、
七
条
目
は
、
煙
管
、
そ
の
外
玩
び
同
然
の
品
に
金
銀
を
使
用
す
る
こ
と
は
勿
論
禁
止
で
あ
り
、
彫
刻
・
象
眼
の
類
・
蒔
絵
等
を
華
美
に
す
る
こ
と
は
禁
止
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
海
老
蔵
の
芝
居
空
間
に
お
け
る
著
侈
の
実
態
は
、
高
価
な
珊
瑚
樹
の
根
付
け
や
高
蒔
絵
の
印
籠
な
ど
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
七
条
目
に
抵
触
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た。検
挙
時
、
上
演
中
の
「
景
清
」
の
主
人
公
悪
七
兵
衛
景
清
は
、
金
銀
摺
箔
の
牡
丹
の
縫
い
取
り
を
し
た
ど
て
ら
を
着
用
し
、
華
美
な
蒔
絵
が
施
さ
れ
て
い
る
膳
を
用
い
た
。
こ
れ
ら
も
七
条
目
に
抵
触
し
て
いた。最後
に
九
条
目
は
、
町
人
全
体
が
華
美
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
町
人
男
女
に
、
分
限
不
相
応
な
も
の
を
着
用
し
た
り
、
髪
飾
り
等
も
華
美
な
も
の
は
使
用
禁
止
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
海
老
蔵
は
芝
居
空
間
に
お
い
て
、
「
景
清
」
で
は
手
の
込
ん
だ
本
物
の
革
の
篭
手
や
脛
当
を
使
用
し
、
他
の
武
士
役
の
時
で
も
、
芝
居
用
の
作
り
物
で
は
な
く
、
本
物
の
革
製
・
鉄
製
の
甲
冑
な
ど
を
使
用
し
た
。
海
老
蔵
の
芝
居
空
間
に
お
け
る
著
侈
は
、
九
’一ハ
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本
稿
で
は
、
海
老
蔵
中
心
の
視
点
か
ら
、
海
老
蔵
が
江
戸
十
里
四
方
追
放
に
至
る
過
程
を
考
察
し
て
き
た
。
第
一
節
に
お
い
て
、
江
戸
の
歌
舞
伎
界
に
お
い
て
、
給
金
・
役
柄
・
役
者
評
判
記
か
ら
み
る
海
老
蔵
の
役
者
と
し
て
の
位
置
は
最
高
峰
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
役
柄
・
衣
装
な
ど
に
つ
い
て
条
目
に
も
抵
触
し
て
い
る
実
態
で
あ
っ
た
。
海
老
蔵
の
箸
侈
の
実
態
は
第
五
条
・
第
七
条
、
そ
れ
に
江
戸
追
放
（犯）
申
し
渡
し
文
の
③
に
あ
る
よ
う
に
、
「
身
分
を
も
不
顧
、
箸
侈
僧
上
之
至
」
と
、
第
九
条
に
も
抵
触
し
て
い
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
た。以
上
の
こ
と
か
ら
、
海
老
蔵
追
放
の
要
因
と
な
っ
た
箸
侈
禁
止
令
は
、
海
老
蔵
の
日
常
生
活
・
芝
居
空
間
、
両
方
の
空
間
に
細
か
く
厳
し
い
規
制
が
及
ん
で
い
た
法
令
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
海
老
蔵
は
ど
う
い
う
芝
居
・
演
技
を
す
れ
ば
民
衆
に
共
感
・
満
足
感
を
与
え
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
た
。
結
果
的
に
海
老
蔵
の
行
為
は
、
民
衆
か
ら
は
絶
大
な
支
持
を
得
た
が
、
幕
府
か
ら
は
、
民
衆
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
風
俗
悪
化
の
元
凶
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
江
戸
十
里
四
方
追
放
を
申
し
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た。
市
川
海
老
蔵
と
風
俗
取
締
政
策
（
木
村
）
お
わ
り
に
も
、
常
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
江
戸
歌
舞
伎
界
を
束
ね
る
存
在
と
し
て
、
頭
取
・
観
客
共
に
海
老
蔵
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
天
保
期
、
海
老
蔵
は
、
江
戸
歌
舞
伎
界
を
代
表
す
る
位
置
に
あ
り
、
最
も
評
判
の
高
い
役
者
で
あ
っ
た
と
考
察
し
た
。
第
二
節
に
お
い
て
、
「
牢
破
り
の
景
清
」
の
芝
居
は
、
天
保
改
革
期
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
民
衆
に
評
判
を
博
し
た
。
海
老
蔵
は
常
に
民
衆
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
意
識
し
て
い
る
。
海
老
蔵
や
江
戸
歌
舞
伎
界
の
民
衆
の
欲
求
に
対
す
る
理
解
が
「
景
清
」
上
演
に
つ
な
が
っ
た
と
考
察
し
た
。
民
衆
は
芝
居
小
屋
の
外
に
出
れ
ば
風
俗
取
締
政
策
に
縛
ら
れ
、
行
動
に
制
約
が
か
か
る
。
そ
の
制
約
に
反
す
る
内
容
の
芝
居
を
上
演
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
老
蔵
と
水
野
忠
邦
が
対
時
す
る
空
間
が
創
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
海
老
蔵
は
、
改
革
期
の
権
力
者
に
立
ち
向
か
う
と
い
っ
た
民
衆
の
求
め
て
い
る
姿
を
具
現
化
し
た
空
間
を
も
創
出
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
歌
舞
伎
十
八
番
「
景
清
」
を
演
じ
て
い
る
最
中
に
、
海
老
蔵
は
検
挙
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。
江
戸
歌
舞
伎
界
で
も
、
水
野
忠
邦
を
中
心
と
し
た
天
保
改
革
の
取
締
り
に
対
し
、
大
き
な
関
心
を
示
し
、
そ
の
厳
し
さ
を
認
識
し
て
い
た
が
、
そ
の
取
締
り
を
皮
肉
的
に
み
て
い
る
面
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
三代目中村仲蔵の『手前味噌』からうかがえた。
第
三
節
に
お
い
て
、
海
老
蔵
追
放
の
要
因
と
な
っ
た
著
侈
禁
止
令
一
七
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は
、
海
老
蔵
の
日
常
生
活
・
芝
居
空
間
、
両
方
の
空
間
に
厳
し
い
規
制
が
及
ん
で
い
た
法
令
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
天
保
改
革
期
、
民
衆
に
共
感
を
持
た
れ
、
人
気
を
博
し
て
い
る
海
老
蔵
で
あ
る
か
ら
、
民
衆
へ
の
影
響
力
は
非
常
に
大
き
い
。
海
老
蔵
を
民
衆
の
心
か
ら
引
き
離
す
た
め
に
も
、
幕
府
は
追
放
と
い
う
手
段
を
用
い
た
。
幕
府
は
、
全
国
に
名
を
轟
か
せ
て
い
る
海
老
蔵
を
処
断
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
衆
に
対
す
る
風
俗
取
締
り
の
絶
大
な
効
果
を
狙
っ
た
と
考
察した。
最
後
に
、
海
老
蔵
が
抜
け
た
江
戸
歌
舞
伎
界
の
様
相
や
追
放
後
の
海
老
蔵
の
演
劇
活
動
の
実
態
等
を
検
討
・
解
明
し
て
い
く
余
地
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。
註（
１
）
「
市
川
団
十
郎
研
究
文
献
集
成
」
（
高
文
堂
、
二
○
○
二
年
）
で
中
山
幹
雄
氏
は
五
代
目
市
川
海
老
蔵
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
態
で
き
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
わ
ず
か
に
歌
舞
伎
学
会
発
行
の
「
歌
舞
伎
」
二
七
号
（
歌
舞
伎
学
会
、
二
○
○
一
年
）
の
「
特
集
七
代
目
市
川
団
十
郎
」
が
あ
る
の
み
と
し
て
い
る
。
（２）服部幸雄箸「市川団十郎代々」（講談社、二○○二年）
七七～八五頁。
津
田
類
著
『
江
戸
の
役
者
た
ち
」
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
七
年
）
二○五～二○八頁。
法
政
史
学
第
六
十
三
号
（
３
）
関
根
只
誠
纂
録
・
関
根
正
直
校
訂
「
東
都
劇
場
沿
革
誌
料
上
』
（国立劇場芸能調査室編、一九八四年）二六五～二七七頁。
（
４
）
関
根
只
誠
纂
録
・
関
根
正
直
校
訂
「
東
都
劇
場
沿
革
誌
料
下
」
（国立劇場芸能調査室編、一九八四年）四○五～四二一頁。
（
５
）
守
屋
毅
箸
『
近
世
芸
能
興
行
史
の
研
究
」
（
弘
文
堂
、
一
九
八
五
年）三七一頁。
（
６
）
松
平
進
「
６
役
者
評
判
記
と
番
付
・
役
者
絵
」
（
諏
訪
春
雄
・
菅
井
幸
雄
編
『
講
座
日
本
の
演
劇
４
近
世
の
演
劇
」
（
勉
誠
社
、
一
九
九
五
年
）
一
四
五
～
一
四
六
頁
。
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
編
「
演
劇
百
科
大
事
典」第五巻（平凡社、一九九○年）四二八～四一一二頁。
や
く
し
や
し
き
の
な
が
め
（７）天保四年（一八一一一一二）正月「役者四季詠」（早稲田大学
演劇博物館所蔵）。
や
く
し
や
げ
ん
ぎ
ん
み
せ
（８）天保六年（一八一二五）正月「役者現銀店」（早稲田大学
演劇博物館所蔵）。
や
く
し
や
さ
っ
そ
く
は
う
ち
よ
う
（９）天保八年（一八一二七）正月『役者早速庖丁」（早稲田大
学演劇博物館所蔵）。
（皿）註７前掲史料。
（、）註８前掲史料。
や
く
し
や
か
ざ
り
（、）天保九年（一八一二八）正月「役者ひめ飾」（早稲田大学
演劇博物館所蔵）。
や
く
し
や
ぶ
た
い
お
う
ぎ
（
田
）
天
保
一
一
一
年
（
一
八
四
一
）
正
月
『
役
者
舞
台
扇
」
（
早
稲
田
大
学演劇博物館所蔵）。
（
Ⅲ
）
石
塚
豊
芥
子
箸
「
歌
舞
伎
年
代
記
続
編
」
（
鳳
出
版
、
一
九
七
六
一
八
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年
）
四
○
六
頁
。
（旧）註ｕ前掲書四○六頁。
（
船
）
註
ｕ
前
掲
書
三
九
七
頁
。
（Ⅳ）註ｕ前掲書三九八頁。
（
型
註
ｕ
前
掲
書
四
○
四
頁
。
（四）註皿前掲書四○六頁。
（
別
）
河
竹
繁
俊
著
「
評
釈
江
戸
文
学
叢
書
歌
舞
伎
名
作
集
下
」
（大日本雄弁会講談社、一九三六年、二一一頁）を参照した。
（
、
）
な
お
、
こ
の
台
本
は
、
河
竹
繁
俊
著
「
評
釈
江
戸
文
学
叢
書
歌
舞
伎
名
作
集
下
」
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
一
九
三
六
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
校
訂
に
関
し
て
は
、
渥
美
清
太
郎
氏
所
蔵
の
台本（天保一三年一一一月上演本であり、狂言作者の一一一升屋二
三
治
筆
の
原
本
よ
り
謄
写
し
た
も
の
）
を
基
礎
と
し
、
従
来
の
活
字
本
を
も
参
照
し
た
と
河
竹
繁
俊
氏
は
述
べ
て
い
る
（
河
竹
繁
俊
著
「
評
釈
江
戸
文
学
叢
書
歌
舞
伎
名
作
集
下
」
大
日
本
雄
弁
会
講談社、’九一一一六年、二三頁）。
（
皿
）
註
別
前
掲
書
二
六
頁
。
（
路
）
註
別
前
掲
書
二
六
頁
。
（
別
）
註
別
前
掲
書
二
六
頁
。
（
妬
）
註
別
前
掲
書
二
六
頁
。
（
肥
）
註
別
前
掲
書
二
六
頁
。
（
〃
）
註
別
前
掲
書
八
五
～
二
八
頁
。
（肥）註ｕ前掲書四○七頁。
（
別
）
三
代
目
中
村
仲
蔵
著
・
郡
司
正
勝
校
訂
「
手
前
味
噌
」
（
青
蛙
房
、
市
川
海
老
蔵
と
風
俗
取
締
政
策
（
木
村
）
［
付
記
］
本
稿
は
、
二
○
○
四
年
一
月
に
法
政
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
、
本
学
文
学
部
教
授
澤
登
寛
聡
先
生
よ
り
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
九
六
九
年
）
四
六
八
～
四
六
九
頁
。
（
帥
）
久
保
田
彦
作
編
「
歌
舞
伎
新
報
」
第
六
九
一
号
（
歌
舞
伎
新
報
社、’八八六年）四頁。
（
型
註
別
前
掲
書
四
頁
。
（
望
註
別
前
掲
書
四
頁
。
（
翌
註
別
前
掲
書
四
頁
。
（
弧
）
「
天
保
撰
要
類
集
」
二
九
三
Ｙ
Ｄ
五
四
’
六
六
（
国
立
国
会
図
書館所蔵）。
（妬）註弘前掲史料。
（
鉛
）
北
島
正
元
著
「
水
野
忠
邦
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
や
藤
田
覚
箸
『
天
保
の
改
革
」
（
吉
川
弘
分
館
、
’
九
八
九
年
）
を
参
考
に
し
た
。
（
師
）
「
天
保
撰
要
類
集
」
一
六
Ｙ
Ｄ
五
四
’
三
七
（
国
立
国
会
図
書
館所蔵）。
（胡）註型前掲史料。
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九
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